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情
報
開
示

被
害
者
か
ら
不
満

０９
年
５
月
ま
で
に
ス
タ
ー
ト
す
る

「裁
判
員
制
度
」
を
前
提
と
し
て
、

刑

事
裁
判
を
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
る
た
め
法
曹
三
者
が
事
前
に
非
公
開
で
事
件
の

争
点
や
証
拠
を
整
理
す
る

「公
判
前
整
理
手
続
き
」
が
昨
年
１１
月
、

導
入
さ

れ
た
。

道
内
で
は
こ
れ
ま
で
８
件
の
事
件
で
同
手
続
き
が
実
施
さ
れ
た
が
、

初
公
判
ま
で
か
や
の
外
に
置
か
れ
る
被
害
者
側
か
ら
、

運
用
面
に
疑
間
の
声

も
上
が

っ
て
い
る
。

半
年
間
を
経
過
し
た
同
手
続
き
を
通
じ
、

変
わ
り
ゆ
く

刑
事
裁
判
の
課
題
を
探

っ
た
。

　
　

　
　

　
　

　

【真
野
森
作
、

写
真
も
】

「担
当
検
事
で
対
応
に
違
い
」
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仲
稗
か

事件 ひ と 話 題

「私
た
ち
は
事
件
に
か
か

わ
る
何
も
か
も
を
知
り

た

い
。

美
紗
の
人
生
の
終
わ
り

の
す
べ
て
だ
か
ら
」
。

０３
年

９
月
に
空
知
管
内
南
幌
町
で

自
転
車
に
乗

っ
て
い
た
長
女

の
美
紗
さ
ん

（当
時
１４
歳
）

が
ト
ラ

ッ
ク
に
は
ね
ら
れ
死

亡
し
た
同
町
の
農
業
、

白
倉

博
幸
さ
ん
（
３４
）
と
妻
裕
美
子

さ
ん
（
３６
）
は
ヽ

痛
切
な
思
い

を
語
る
。

札
幌
地
検
着
見
沢
支
部
は

０５
年
１２
月
に
運
転
手
の
男
性

（
４６
）
を
業
務
上
過
失
致
死
罪

で
起
訴
。

夫
妻
は
法
廷
で
事

故
の
真
相
が
明
ら
か
に
な
る

と
期
待
し
た
。

同
支
部
は
今

年
１
月
、

同
事
件
を
公
判
前

整
理
手
続
き
に
付
し
た
。

担
当
検
事
は
当
初
、

「法

律
に
規
定
が
な
い
」
と
し
て

同
手
続
き
の
日
程
を
含
む
情

報
の

一
切
を
夫
妻
か
ら
シ
ャ

ッ
ト
ア
ウ
ト
し
た
。

し
か
し
、

重
ね
て
要
望
す
る
と
、

日
程

だ
け
が
通
知
さ
れ
た
。

さ
ら

ベ

美
紗
さ
ん
の
遺
影
を
抱
え

「
事
実
を
知
り
た
い
」
と
話
す
白
倉
さ
ん
夫
妻
＝
南
幌
町
の
自
宅
で

に
、

４
月
に
担
当
検
事
が
代

わ
る
と

一
転
し
て
、

争
点
な

ど
も
あ
る
程
度
教
え
て
く
れ

る
よ
う
に
な

っ
た
。

現
在
、

手
続
き
は
３
回
行
わ
れ
、

次

回
は
１８
日
。

夫
妻
は

「担
当

検
事
に
よ

っ
て
対
応
が
違
う

の
は
お
か
し
い
。

校
害
者
に

関
す
る
、

き
ち
ん
と
し
た
規

定
が
必
要
で
は
な
い
か
」
と

訴
え
る
。

犯
罪
被
害
者
保
護

法
な
ど
被
害
者
重
視

へ
向
か

う
流
れ
の

一
方
で
、

同
手
続

き
は
被
害
者
に
ど
こ
ま
で
情

報
を
開
示
す
べ
き
か
を
定
め

る
規
定
が
な
い
。

札
幌
地
検
の
石
田

一
宏
次

席
検
事
は

「検
察
側
、

弁
護

側
の
双
方
が
ざ

っ
く
ば
ら
ん

に
意
見
を
言
い
合

っ
て
争
点

を
整
理
す
る
場
な
の
で
、

被

害
者
に
伝
え
ら
れ
る
内
容
に

は
限
界
が
あ
る
」
と
説
明
す

る
。

検
察
で
は

「
ケ
ー
ス

・

バ
イ

・
ケ
ー
ス
な
の
で
規
定

は
そ
ぐ
わ
な
い
」
と
基
準
を

つ
く
る
動
き
は
な
い
。

札
幌
地
裁
の
都
築
弘
所
長

は

「刑
事
裁
判
の
当
事
者
で

は
な
い
被
害
者
は
、

検
察
を

通
じ
て
内
容
を
把
握
し
、

ま

た
意
見
を
伝
え
る
べ
き
だ
」

と
法
の
趣
旨
を
語
る
。

そ
の

上
で

「公
判
前
に
検
察
官
が

伝
え
た
内
容
が
回
り
ま
わ

っ

て
裁
判
員
に
予
断
を
与
え
て

は
な
ら
な
い
の
で
、

被
害
者

へ
の
配
慮
と
、

『
公
平
な
裁

判
』
と
い
う
大
原
則
と
の
バ

ラ
ン
ス
が
求
め
ら
れ
る
」
と

指
摘
す
る
。

道
内
で
初
め
て
同
手
続
き

が
適
用
さ
れ
た
の
は
、

札
幌

地
裁
の
札
幌
市
手
稲
区
で
０５

年
１１
月
に
起
き
た
危
険
運
転

致
死
事
件
だ

っ
た
。

初
公
判

で
示
さ
れ
た
争
点
は
別
件
の

覚
せ
い
剤
使
用
の
有
無
。

危

険
運
転
致
死
罪
に
つ
い
て
は

公
開
の
法
廷
で
は
ほ
と
ん
ど

取
り
上
げ
ら
れ
ず
、

被
害
者

側
に
不
満
を
残
し
た
。

札
幌

高
検
の
荒
木
俊
夫
次
席
検
事

は

「遺
族
の
こ
と
を
考
え
る

と
反
省
す
べ
き
点
が
あ
り
、

今
後
の
検
討
課
題
」
と
改
善

の
必
要
性
を
認
め
る
。

白
倉
さ
ん
夫
妻
に
は
も
う

一
つ
、

不
安
が
あ
る
。

同
手

続
き
後
の
公
判
は
、

日
程
を

詰
め
た

「連
日
的
開
廷
」
が

予
想
さ
れ
る
。

「事
件
記
録

を
十
分
検
討
し
て
か
ら
法
廷

で
意
見
陳
述
す
る
機
会
が
奪

わ
れ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い

か
」
。

裁
判
員
制
度
が
始
ま

る
と
、

裁
判
員
の
負
担
を
考

慮
し
、

審
理
の
ス
ピ
ー
ド
化

が
優
先
さ
れ
る
可
能
性
も
否

定
で
き
な
い
。

こ
れ
ま
で
、

「い
か
に
国

民
に
参
加
し
て
も
ら
う
か
」

と
い
う
点
ば
か
り
に
力
が
注

が
れ
て
き
た
裁
判
員
制
度
。

札
幌
高
検
は
１
日
、

公
安
部

に

「犯
罪
被
害
者
等
支
援
対

策
室
」
を
設
置
し
、

各
地
検

と
連
携
し
て
被
害
者
対
応
の

改
善
の
検
討
を
始
め
た
。

北
海
道
大
の
自
取
橋
司
教

授

（刑
事
訴
訟
法
）
は

「新

し
い
刑
事
裁
判
で
は
、

裁
判

官

の
裁
量
が
非
常

に
大
き

い
。

運
用
に
注
視
し
、

批
判

す
べ
き
点
は
声
を
上
げ
て
い

か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」
と

話
し
て
い
る
。

公判前整理手続き 導入半年


